
笠
間
市
合
併
記
念
式
典

旧
笠
間
市
・
友
部
町
・
岩
間
町
が
合
併
し
、
平
成
18
年
３
月
19

日
に
産
声
を
上
げ
た
新
生「
笠
間
市
」。
こ
の
合
併
に
向
け
て
尽

力
さ
れ
た
人
々
を
た
た
え
、
そ
し
て
、
今
後
の
飛
躍
の
契
機
と

し
て
、
７
月
15
日
、
笠
間
公
民
館
大
ホ
ー
ル
で
、
笠
間
市
合
併

記
念
式
典
を
挙
行
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
合
併
功
労
者
と
し

て
総
務
大
臣
表
彰
状
を
７
人
に
、市
長
感
謝
状
を
16
人
に
贈
り
、

合
併
の
実
現
に
向
け
た
功
績
を
た
た
え
ま
し
た
。
ま
た
、
合
併

の
日
に
生
ま
れ
、
新「
笠
間
市
」と
と
も
に
成
長
す
る
２
人
の
新

生
児
に
記
念
品
を
贈
り
ま
し
た
。

総
務
大
臣
表
彰（
敬
称
略
・
順
不
同
）

磯　
　
　

良
史（
旧
笠
間
市
長
）

川
上　
　

好
孝（
旧
友
部
町
長
）

仲
田　
　

昭
一（
旧
岩
間
町
長
）

渡
邊　
　

浩
一（
旧
笠
間
市
議
会
議
長
）

須
藤　
　

勝
雄（
旧
友
部
町
議
会
議
長
）

小
薗
江　

一
三（
旧
友
部
町
議
会
議
長
）

小
磯　
　

章
一（
旧
岩
間
町
議
会
議
長
）

市
長
感
謝
状（
敬
称
略
・
順
不
同
）

佐
　
　

英
男（
合
併
協
議
会
委
員
）

小
里　
　

敏
郎（　
　
　

〃　
　
　

）

塙　
　
　

東
男（　
　
　

〃　
　
　

）

青
木　
　

可
光（　
　
　

〃　
　
　

）

桑
野　
　

正
巳（　
　
　

〃　
　
　

）

瀬
畑　
　

洋
子（　
　
　

〃　
　
　

）

根
本　
　

榮
一（　
　
　

〃　
　
　

）

石
原　
　

朝
雄（　
　
　

〃　
　
　

）

上
野　
　
　

眞（　
　
　

〃　
　
　

）

大
久
保　
　

清（　
　
　

〃　
　
　

）

岡
野
清
右
エ
門（　
　
　

〃　
　
　

）

小
松
﨑　
　

豊（　
　
　

〃　
　
　

）

海
老
澤　

義
弘（
合
併
協
議
会
監
査
委
員
）

柴
田　
　

卓
哉（　

 　
  

〃　

   　
　

）

村
上　
　

悌
吉（　

 　

  
〃　

   　
　

）

松
田　
　

暄
信（　

 　

  
〃　

   　
　

）

記
念
品
贈
呈（
敬
称
略
・
順
不
同
）

平
成
18
年
３
月
19
日
生
ま
れ
新
生
児

三
田
寺　

妃
愛

沼　
　

彩
香

た
な
飛
躍
の
と
き

新
市
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理
念

◎
地
理
的
優
位
性
・
交
通
優
位
性
を
生
か
し
た
ま

ち
づ
く
り

◎
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り

◎
環
境
に
恵
ま
れ
た
交
流
拠
点
づ
く
り

◎
住
民
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

◎
行
財
政
の
基
盤
強
化

新
市
の
将
来
像

新
市
を
建
設
し
て
い
く
た
め
、
ま
ち
づ
く
り
の

基
本
理
念
を
も
と
に
、
い
ま
ま
で
以
上
に
行
政
と

住
民
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
強
め
、
相
互
理
解

の
も
と
、
地
理
的
優
位
性
を
生
か
し
た「
笠
間
市
」

を
築
い
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
こ

で
、
新
市
の
重
点
ビ
ジ
ョ
ン
お
よ
び
将
来
像
を
次

の
と
お
り
定
め
ま
し
た
。

◆
新
市
ま
ち
づ
く
り
の
重
点
ビ
ジ
ョ
ン

「
恵
ま
れ
た
交
通
基
盤
を
生
か
し
たま

ち
づ
く
り
」

◆
新
市
の
将
来
像

「
住
み
よ
い
ま
ち　

訪
れ
て
よ
い
ま
ち　

笠
間
市
」

将
来
像
は
、
県
の
中
央
部
に
位
置
す
る
地
理

的
優
位
性
を
最
大
限
に
発
揮
し
、「
陸
」（
恵
ま
れ

た
鉄
道
、
高
速
道
路
網
）･

「
海
」（
常
陸
那
珂
港
を

結
ぶ
北
関
東
自
動
車
道
）･

「
空
」（
百
里
飛
行
場
を

結
ぶ
道
路
）を
結
ぶ
地
域
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
は

ぐ
く
ん
で
き
た
文
化
や
伝
統
を
生
か
し
、
住
み

よ
い
環
境
づ
く
り
に
努
め
、
情
報
発
信
に
力
を

入
れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
も
の
で
す
。

式辞を述べる山口市長

�広報かさま８月号


